
公表：令和　　　5年　　3月　　24日

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 〇  

利用時間帯を分けて調整してい
ることから、以前よりは活動がし
やすくなった。

ワンフロアである為、児童の状態に合わせた空間
の提供が難しい。
今後、空間を仕切る等の改善が必要。

② 職員の配置数は適切であるか 〇   配置基準は遵守しているが、急な欠勤があると手
が足りないと感じることが多々ある。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、障がいの特性に応
じ、 事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

〇  
・バリアフリーについては大きな問題はないと思う
が、構造化については課題あり。
・視覚的支援が少ない。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか

〇  
日々の消毒(玩具・送迎車内・事
業所内)は徹底して行い、清潔を
維持できるよう努めている。

・部屋がない為、児童の状態や活動に合わせた
空間の提供は難しい。
・床に敷いているジョイントマットが時間の経過と
共に徐々に歪んでしまい、定期的に新たな物を
購入して敷き直す必要がある。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル （目標
設定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 〇  ミーティング時に振り返り等行うことはあるが、客

観的な評価や助言があるとありがたい。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげているか

〇    

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開しているか

〇   

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 〇  専門機関等の助力(構造化のことなど)を得られる

ようにしていく必要あり。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 〇  ミーティング時に、心理士による

勉強会を実施。
 

⑩
アセスメントを適切に行い、 子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 児童発
達支援計画を作成しているか

〇  支援計画評価時期に面談を実
施。

半年に1度のペースでモニタリングを実施している
が、スーパーヴァイズの機能がない為、アセスメ
ントの質をより向上させていく為の方法を検討す
る必要がある。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 〇  

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援 （本人支援及び移行支援） 」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されているか

〇  
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⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
るか 〇

その日の活動担当者が、ボード
に児童一人ひとりの支援のポイ
ントを記載して掲示している。

その日の児童の状態により臨機応変な対応が求
められる為、支援計画とややずれた対応を取るこ
ともある。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇  
基本的には、その日の活動担当
者が立案・進行をしている。土曜
の活動のみ、複数のスタッフで確
認し合っている。

 

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 〇  

感覚統合遊びを頻繁に取り入れているが、しっか
りと意図がある為今後も実施していく(連日同じ活
動にならないよう、今後も配慮は必要)。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ているか

〇   

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

〇  

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

〇
サービス提供時間後の打ち合わ
せは実施しておらず、検討事項
等があった際には話す場を設け
ている。

 

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、 支
援の検証・改善につなげているか 〇 支援記録の記入の実施。

支援計画評価時に参考にしているが、スタッフ全
員が支援計画を作成している状況ではない為、
記入後に検証するスタッフが限られる。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断しているか 〇    

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

〇    

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っているか 〇  

東保健センター家庭児童相談室
や札幌児相と必要に応じてやり
取りし、情報の共有を図ってい
る。

 

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

   ※医療的ケア児がいない。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を
整えているか

   ※医療的ケア児がいない。

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校 （幼稚部） 等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

〇   

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校 （小学
部） との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか

〇    

㉗
 他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関と
連携し、助言や研修を受けているか

〇  

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があるか

コロナ禍で現在は
難しい。

 コロナが収束した時に検
討していく。
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㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど も・
子育て会議等へ積極的に参加しているか  〇  

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

〇 送迎時や面談等、共有の場を設
けるようにしている。

保護者と情報共有に努めているが、まずはスタッ
フの支援者としての知識が必須。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム （ペアレント･トレー
ニング等）の支援を行っているか

〇
ペアレント・トレーニングという名
目での実施はないが、面談等を
通じて子育てや子との関わり方
への助言を行っている。

 

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか 〇  

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これ
に基づき作成された「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明を行い、保護者から児童
発達支援計画の同意を得ているか

〇    

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行 っ
ているか

〇  
定期的ではないが、保護者から
相談があった際に適宜面談等実
施している。

 

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

 

コロナ禍で現在は
難しい。

   コロナが収束した時に検討していく。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

〇    

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

〇    

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇    

㊴
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 〇    

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか  コロナ禍の為難しい  

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周
知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか

〇  
保護者には、感染症対応マニュ
アル(コロナガイドライン)のみ配
布している。

緊急時対応マニュアルや防犯マニュアルも作成
して配布する必要あり。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 〇   

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認しているか 〇    
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㊹
食物アレルギーのある子どもについて、示書に
基づく対応がされているか 医師の指示に基づく
対応がされているか

〇
アナフィラキシーを引き起こす可
能性のある児童については、病
院より処方された医薬品を毎利
用時にご持参いただいている。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 〇

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 〇

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載しているか

〇
現時点で身体拘束をする可能性
のある児童がいない為、支援計
画への記載は無し。

◎　この「事業所における自己評価結果 （公表） 」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名　　 あいうえお

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わからな

い
ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか 20  1  

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 19  2  

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境になっているか。また、障がいの特性
に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化
や情報伝達等への配慮が適切になされてい
るか

17  4 過ごしやすい環境であると感じ
る。

通所施設としての構造化についてはまだ
課題があります為、空間を仕切って活動
場所を分けるなど、お子様にとって過ごし
やすい環境づくりを今後も行っていきたい
と考えます。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

20  1
コーナーガードの設置や、床に
はジョイントマットが敷かれ、安
全対策がしっかりされている。
子どもへの配慮を感じる。

今後も、毎日の清掃ならびに玩具・送迎車
内・事業所内の消毒作業を継続し、安心し
て通所していただけるよう努力して参りま
す。また、構造化も進めていけるよう、引き
続き計画して参ります。

⑤
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画が作成
されているか

21   
その時の子どもに合った目標
や課題を見定め、支援計画に
しっかり反映されている。

今後も面談等を通じ、事業所外でのお子
様子や保護者様のニーズを都度確認させ
ていただきながら、焦点を絞った支援計画
の作成を行って参ります。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）
」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が適切に選
択され、その上で、具体的な支援内容が設
定されているか

20  1  

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか 21    

⑧
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 19 1  1

様々な活動を計画していただ
き、子どもも楽しそうに参加し
ている。楽しい思い出が発語
の促しにも繋がっていると感じ
る。

一度実施した活動を繰り返し行うことがあ
りますが、意図をもって日々提供しており
ます。今後も新しい活動を計画しながら、
楽しく学べるよう工夫していきたいと考えま
す。

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

7 2 2 10
子どもは幼稚園には通ってい
るが、事業所としてどのように
交流しているのかは不明。

現状として、外部の幼稚園さんや保育園さ
んとの交流は実施できておりません。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか 21    

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら、支援内容の説明がされ
たか

21   丁寧な説明を受けている。
ご契約時に、重要事項説明書を用いて支
援計画のご説明をさせていただいておりま
す。

⑫
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等） が行われているか 18 1  2

アドバイスが欲しい時に具体
的に教えていただき助かって
いる。

面談等を通じ、ご家庭で実践できそうな対
応方法等、必要に応じてご提案させていた
だいております。

⑬
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの健康や発達の状況、共通理解がで
きているか

20 1   

・送迎時に必ず様子を伝えてく
れており、共通理解・全体周知
がされている。
・送迎時に様子をしっかり伝え
てくれるスタッフとそうでないス
タッフがいる。

その日の活動内容やお子様の様子を、で
きるだけ詳細にお伝えをさせていただいて
おりました。今後も同様のご対応を継続し
つつ、保護者様によりご安心していただけ
るよう、スタッフ側の姿勢・態度を見直して
参ります。

公表：令和　　　5年　　3月　　24日

保護者等数（児童数）　 　23　　　回収数　　　21　　割合　　91　　％
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⑭
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか 21   

面談時や日々の情報伝達の
際にアドバイスがあり、助かっ
ている。

今後も各ご家庭様とお話をさせていただ
き、情報共有を図りながら共に考える場を
設けていきたいと考えます。

⑮
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

1 3 9 8 コロナ渦で難しいとは思うが、
開催してほしい。

今後の開催の可否や時期等は未定です
が、前向きに検討していきたいと考えま
す。

⑯

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されて
いるか

19 1  1
相談や急な申し入れに迅速に
対応いただき、とても助かって
いる。

保護者様よりご相談や申し入れをいただ
いた際には、極力早めにご対応できるよ
う、これまでも努めて参りました。
今後も同様に対応していきたいと考えま
す。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 21   

連絡帳やメール、面談を通して
情報伝達がされており、子ども
の様子がきちんと伝わる。

今後も、事業所内でのお子様の姿を保護
者様がイメージできるよう、伝え方や言葉
選びには十分配慮していきたいと考えま
す。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信されているか

17 2  2
子どもの楽しそうな姿が見られ
る為、週末のブログ更新やお
たよりの発行を楽しみにしてい
る。

今後も同様の対応を継続し、お子様の
様々な表情や姿をお伝えできるよう、努力
して参ります。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか 19   2  

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、 発生を想定し
た訓練が実施されているか

16   5  

㉑
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 12   9  

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 19 1  1
・子どもが楽しめる環境である
と感じるが、その日の状態によ
り行き渋りがある。
・毎回とても楽しみにしている。

日によりお子様の様子は異なりますが、当
事業所がお子様にとって「楽しい」「安心」
の場であれるよう、今後も環境づくり等配
慮して参ります。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 19 2   
・親のニーズに合わせ、親身な
対応に満足している。  

非
常
時
の
対
応

満
足
度

◎　この「保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表） 」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価

表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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公表：令和　　　5年　　3月　　24日

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏
まえた改善内容又は改善

目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 〇

② 職員の配置数は適切であるか 〇
 

③
事業所の設備等について、バリアフリー化の配
慮が適切になされているか 〇

 

④
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 〇

 

ミーティング時に振り返り等行うことはあ
るが、客観的な評価や助言があるとあり
がたい。

⑤
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

〇

 

⑥
この自己評価の結果を、 事業所の会報やホー
ムページ等で公開しているか 〇

 

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 〇

 

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 〇 ミーティング時に、心理士による

勉強会を実施。

⑨
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 放課後
等デイサービス計画を作成しているか

〇
面談を実施し、保護者より聞き取
りを実施。当所での様子も踏まえ
て支援計画に反映させようと努
力している。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 〇

 
今後、スクリーニングツール等購入するこ
と
が必要。

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 〇
基本的には、その日の活動担当
者が立案・進行をしている。土曜
の活動のみ、複数のスタッフで確
認し合っている。

⑫
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 〇

 感覚統合遊びや制作を頻繁に取り入れ
ているが、しっかりと意図がある為今後も
実施していく(連日同じ活動にならないよ
う、今後も配慮は必要)。

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や
かに設定して支援しているか 〇

特に「休日の課題」等の設定はな
いが、児童の状態に合わせて臨
機応変に対応している。

⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を
作成しているか

〇  

⑮
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

〇
 

事業所名　あいうえお
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⑯
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

〇
サービス提供時間後の打ち合わ
せは実施しておらず、検討事項
等があった際には話す場を設け
ている。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか 〇 支援記録の記入の実施。

支援計画評価時に参考にしているが、ス
タッフ全員が支援計画を作成している状
況ではない為、記入後に検証するスタッフ
が限られる。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断しているか 〇  

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わ
せて支援を行っているか 〇  

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

〇    

㉑

学校との情報共有 （年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等） 、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に
行っているか

〇   
学校側と直接のやり取りはなく、
基本的には保護者を通じて学校
へ確認して頂いている。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えている
か

〇  

医療的ケア児の受け入れはな
し。ただし、アナフィラキシーが引
き起こされる可能性がある児童
については、保護者を通じてエピ
ペンを毎利用時にお預かりしてい
る。

㉓
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こ
ども園、児童発達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか

〇
就学後に過去の通園先とやり取
りすることはなく、在園時に個別
懇談会へ参加させていただく等、
情報共有に努めている。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所か
ら障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、
それまでの支援内容等の情報を提供する等して
いるか

〇  
原則小1までのご利用となる為、学校卒
業後の移行支援等には介入できていな
い。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援セン
ター等の専門機関と連携し、助言や研修を受け
ているか

〇  

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい
のない子どもと活動する機会があるか

  コロナ禍の為難しい。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加して
いるか  〇  

㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

〇  送迎時や面談等、共有の場を設
けるようにしている。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ているか

〇
ペアレント・トレーニングという名
目での実施はないが、面談等を
通じて子育てや子との関わり方
への助言を行っている。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携
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㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか 〇    

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、必要な助言と支援を行っているか 〇    

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

   コロナ禍の為難しい。
コロナが収束したら保護者会など考えて
いく。

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

〇    

㉞
定期的に会報等を発行し、 活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

〇    

㉟ 個人情報に十分注意しているか 〇    

㊱
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 〇    

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか    コロナ禍の為難しい。

コロナが収束したら以前のように地域住
民との交流を図る。

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知
しているか

〇  
保護者には、感染症対応マニュ
アル(コロナガイドライン)のみ配
布している。

緊急時対応マニュアルや防犯マニュアル
も
作成して配布する必要あり。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 〇   

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 〇    

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、 放課後等
デイサービス計画に記載しているか

〇
現時点で身体拘束をする可能性
のある児童がいない為、支援計
画への記載は無し。

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされているか 〇  

アナフィラキシーを引き起こす可
能性のある児童については、病
院より処方された医薬品を毎利
用時にご持参いただいている。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 〇    

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

非
常
時
等
の
対
応

◎　この「事業所における自己評価結果 （公表） 」は、事業所全体で行った自己評価です。
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事業所名　 あいうえお

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
わからな

い
ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか 2   

 

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 2   
 

③
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になされ
ているか

2   

 

④
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画が作成されているか

2   

 

⑤
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか 2   

 

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか 1  1

 

⑦
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか 2   

 

⑧
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解ができているか

2   

 

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか 2   

 

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により保護者同士の連携が支援されて
いるか

1 1  

 

⑪

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

2   

 

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか 2   

 

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に
関する自己評価の結果を子どもや保護者に
対して発信しているか

2   

 

⑭ 個人情報に十分注意しているか 2   
 

公表：令和　　　5年　　3月　　24日

保護者等数（児童数）　 　2　　　回収数　　　2　　割合　　100　％
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⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

2   

 

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか 2   

 

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 2   
 

⑱ 事業所の支援に満足しているか 2    
 

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

◎　この「保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表） 」は、保護者等の皆様に「保護者等向け放課後等デイサー

ビス評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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